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6 奨学金・学生生活支援について

1 奨学金

本学が取り扱っている奨学金制度としては、日本学生支援機構の奨

学金が代表的なものですが、このほかに地方公共団体や民間の奨学事

業団体による奨学金があります。

(1) 日本学生支援機構奨学金

日本学生支援機構奨学金は、経済的理由により修学が困難な学生

に給付・貸与される奨学金です。

[1]奨学生の義務

①学業学業が著しく不良であったり、単位が不足したりす

ると、警告、停止、廃止等の処置がとられます。

②異動手続き 休学、退学、また、改名、住所変更、学資負担者の変更等

があった場合は、速やかに手続きを行ってください。

③返還 貸与型奨学金は返還の義務があり必ず返還しなけれ

ばなりません。卒業後の返還を考慮して申し込んで

ください。

[2] 申請のスケジュール

・予約採用(貸与型・給付型)

高等学校で奨学金の予約採用の申込を行い、採用候補者に決定し

ている学生は所定の期日までに進学届を提出してください。所定の

手続きを行わないと奨学金の貸与は開始されません。





















(2) 会則
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長岡大学後援会会則

(名称及び事務局)

第1条 この会は、長岡大学後援会(以下「本会」という。)と称し、事務局を長岡大

学(以下「大学」という。)内に置く。

(目的)

第2条 本会は、大学の教育充実と向上のため必要な援助を行い、大学の発展に寄

与することを目的とする。

(事業)

第3条 本会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行う。

(1) 学生の勉学、厚生及び自治的活動に関する援助

(2) 学生の体育・文化活動に関する援助

(3) 施設設備の充実に関する協力

(4) その他本会の目的達成に必要な事項

(組織)

第4条 本会は、次の会員をもって組織する。

(1) 正会員 学生の保護者又はこれに代わる者

(2) 賛助会員 本会の目的に賛同し、これに援助を与える者

(3)

(会費)

特別会員 大学の教職員である者

第5条 本会の会費は、次のとおりとする。

正会員年額 10,000円

2 会費の徴収は、大学に委託して行う。

(役員)

第6条 本会に、次の役員を置く。

(1) 会長 1名

(2) 副会長 1名以上4名以内

(3) 委員各学年2名以上

(4) 監事 2名

2 会長・副会長は委員が兼任してもよい。また、再任を妨げない。

(役員の選任)

第7条 役員は、総会において正会員または賛助会員から選任する。

(役員の任期)

第8条 役員の任期は、次のとおりとする。

(1) 正会員である役員は、学生が大学に在籍している期間
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(1) 事業計画の立案及び運営に関する事項

(2) 予算案の作成及び執行に関する事項

(3) 役員候補者の選任に関する事項

(4) その他本会の目的達成に必要な事項

(役員会の定員数及び議決)

第15条 役員会は、役員の過半数の出席がなければ議事を開くことができない。

ただし、代理を委任した場合は出席とみなす。

2 役員会の議事は、出席者の過半数をもって決し、可否同数のときは、議長の

決するところによる。

(経費)

第16条 本会の経費は、会費、寄付金及び、その他の収入をもってこれに充てる。

(会計年度)

第17条 本会の会計年度は、毎年4月1日に始まり翌年3月31日までとする。

(決算及び監査)

第18条 会長は、毎会計年度終了後2ヶ月以内に次の書類を作成し、監事に提出

してその監査を受け、総会の承認を得るものとする。

(1) 事業報告書

(2) 収支に関する決算書類

(3) 財產目錄

2 監事は、会員の5分の1以上から理由を付して監査の請求があったときは、
これを行わなければならない。

(細則等の制定)

第19条 本会の細則については、役員会の意見を聞いて会長が別に定める。

付則

この会則は、平成2年4月10日から施行する。

付則

この会則は、平成13年4月2日から改正施行する。

付則

この会則は、平成14年4月8日から改正施行する。

付則

この会則は、平成15年4月7日から改定施行する。

付則

この会則は、平成30年4月3日から改正施行する。

付則

この会則は、令和5年5月20日から改正施行する。


